
事業所名 施設名 型式 熱出力 施設の概要 運転期間 廃止措置（予定）期間
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（資料１－２　県内の原子力施設の概要）

４　RI 使用施設
事業所名 施設の概要 RI 使用許可

取得年月日
RI 使用許可
廃止年月日

日本電信電話株式会社
茨城研究開発センタ

昭和 35年 3月 16日 平成 11年 3月 11日昭和35年、電気通信研究所茨城支所として開設して以
来、主に光ファイバ、LSIに関する材料及び部品の開発
を目的とし、放射線を応用したキャラクタリゼーション
研究を進めた。その後、昭和59年にサイクロトロン実
験棟を建設し、サイクロトロンを利用した研究を中心に
キャラクタリゼーション研究を行った。

昭和46年４月10日から
平成24年８月23日まで

平成24年８月24日から
令和８年度まで
※廃止措置中

東京大学原子
炉
「弥生」

空気冷却型
高速炉

2 kW

原電 昭和41年７月25日から
平成10年３月31日まで

平成13年12月４日から
令和13年３月31日まで
※廃止措置中

東海発電所 黒鉛減速・炭
酸ガス冷却炉

585,000 
kW

（電気出力
166,000kW

機構大洗 昭和43年３月30日から
平成18年  ８月１日まで

令和３年４月１日から
（終了予定時期：令和21年度）
※廃止措置中

JMTR
（材料試験炉）

軽水減速冷却
タンク型

50MW

東大

３　核燃料物質使用施設
事業所名 施設の概要 核燃料物質使用許可

取得年月日
核燃料物質使用許可
廃止年月日

住友金属鉱山株式会社
経営企画部グループ事業管理室
技術センター

昭和 47 年 3 月 11日 令和元年 10 月 23 日非鉄金属精錬の技術を活用した原子燃料サイクルにおけ
る分離・精製技術に関する試験研究を行っていたが、平
成12年をもって研究開発を終了した。

放射線医学総合研究所
那珂湊支所

昭和 52年５月 17日 平成 22年３月 24日放射線による人体の障害とその予防、診断や治療、放射
線の医学的利用に関する調査研究と、技術者の養成訓練
を行う機関として設立された。原子力施設から環境中に
放出された放射性物質の分布や動きを調べ、人体を放射
線から守るための研究を行った。

レーザー濃縮技術研究
組合

平成元年４月 26日 平成 17年１月 13日原子レーザー法ウラン濃縮技術の実用化を目的として、
研究を行ってきたが、平成 13年度末に濃縮評価試料を
行い、平成 14年６月をもって研究開発を終了した。

２　使用済燃料再処理施設
事業所名 施設の概要 運転期間 廃止措置（予定）期間

機構サイクル研
（東海再処理施設）

昭和56年1月17日から
平成19年5月23日

平成30年6月13日から
（約70年間を予定）

東海再処理施設は、我が国初の再処理工場として建設さ
れ、主工程である使用済燃料の受入及び貯蔵、せん断、
溶解、抽出及び分離、精製、ウラン脱硝、プルトニウム
製品の貯蔵、気体廃棄物の処理、高放射性の廃液及び中
放射性の廃液の処理、高放射性廃液の貯蔵を行う施設。
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材料試験炉（JMTR）は、昭和
43年(1968年)に初臨界を達成し
て以来、発電用軽水炉燃料や材
料の照射試験を中心に、新型転
換炉、高速炉、高温ガス炉、核
融合炉などの燃料・材料の照射
試験に広く利用されてきた。ま
た、大学を中心とした原子炉材
料に係る基礎研究や人材育成、
医療・工業用のラジオアイソ
トープの製造等にも活用される
など、我が国の原子力に係る研
究開発、利用の発展に貢献して
きた。

世界で唯一大学が保有する研究
用の高速中性子源炉。
炉心部を水平方向に移動するこ
とができ、6種類の運転位置か
ら選んで運転できるユニークな
設計である。
廃止後は、核燃料物質取扱施
設、放射線発生装置使用施設と
して研究・教育に利用する予定
である。

日本初の商業用原子力発電所で
1998年に運転停止し2001年よ
り廃止措置に着手。熱交換器本
体他原子炉領域以外の解体撤去
工事中。

機構大洗 昭和44年12月28日から
平成13年９月26日まで

平成14年３月18日から
令和 21年３月 31日まで
※廃止措置中

重水臨界実験
装置
（ＤＣＡ）

濃縮ウラン及
びプルトニウ
ム富化燃料重
水減速型

最大
1 kW

ＤＣＡは燃料・減速材の割合を
自由に設定できる小型の原子炉
で、新型転換炉の炉物理に関す
る研究開発、臨界安全研究等の
ために32年間活用してきた。 平
成14年1月21日に解体届を国に
届け出、解体工事に着手した。
平成20年度から、廃止措置の第
3段階として、原子炉本体等の
解体を実施している。

機構大洗 昭和40年10月22日から
平成６年10月28日まで

100W JMTRCは、JMTRの運転に必要
な炉心データを実験的に求める
目的で作られた臨界実験装置で
あり、安全運転に必要な炉特性
データ取得のための模擬実験、
照射試験の安全・効率的な実施
のための実験、炉物理的解析手
法の確立のための検証実験等を
行い、目的を達成した。

JMTRC
（材料試験炉臨
界実験装置）

プール型臨界
実験装置

平成７年10月 30日から
平成15年 5月 1日まで
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第４章　付属機関
　（設置及び担任事項）
第 22条　知事（教育委員会の付属機関にあっては、教育委員会。以下この章（第 26 条の２第１項

　を除く。）において同じ。）の求めに応じ、調停、審査、審議、調査等を行なうため、県に別表の
　左欄に掲げる付属機関を置く。
２　付属機関の担任事項は、それぞれ別表の右欄に掲げるとおりとする。

　（委員及び臨時委員の設置）
第 23条　付属機関に委員をおく。
２　臨時又は特別の事項を調査審議するため、必要があるときは、臨時委員をおくことができる。

　（委員及び臨時委員の任命、任期等）
第 24条　委員及び臨時委員は、関係公務員、関係団体の役職員及び学識経験者のうちから、知事が
　任命し、又は委嘱する。
２　委員の任期は、2年とする。ただし、茨城県特別職報酬等審議会の委員は、当該諮問事項に係る
　答申を終えたときをもつて解任されるものとする。
３　補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
４　臨時委員は、当該臨時又は特別の事項の調査審議等が終了したときは、その職を失うものとする。
　当該付属機関の他の委員の任期が満了したときも、また同様とする。
５　前 3項の規定にかかわらず、学識経験者以外の特定の地位又は職により選任された委員及び臨
　時委員は、当該地位又は職を退いたときは、その職を失うものとする。
６　委員の定数が増加したため、あらたに就任した委員の任期は、当該付属機関の他の委員の任期満
　了の日までとする。

　（委員長及び副委員長）
第 25条　付属機関に委員長及び副委員長各１人をおく。ただし、付属機関において、必要があると
　きは、副委員長の定数を増加することができる。
２　委員長及び副委員長は、委員の互選によって定める。
３　委員長は、会務を統理し、付属機関を代表する。
４　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務
　を代理する。

　（会議）
第 26条　付属機関の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集する。ただし、委員の任命又
　は委嘱後最初に開かれる会議並びに委員長及び副委員長が欠けたときの会議は、知事が招集する。
２　委員長は、会議の議長となる。

資料２　各審議会等の概要

①　茨城県原子力審議会関連条例、規則

茨城県行政組織条例（抜粋）

（資料２－１　茨城県原子力審議会）（資料２－１　茨城県原子力審議会）
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３　会議は、委員及び議事に関係のある臨時委員の数の半数以上の者が出席しなければ、開くことが
　できない。
４　会議の議事は、出席した委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数で決する。

　（委任）
第 27条　この条例に定めるもののほか、委員の定数その他必要な事項は、知事が定める。

　別表
　１　知事の付属機関　

付属機関名 担　　任　　事　　項

茨城県原子力審議会

次の事項を調査審議すること。
１．原子力施策の基本方針
２．原子力の開発及び利用促進
３．放射線障害の防止対策
４．その他原子力に関し必要な事項

（資料２－１　茨城県原子力審議会）
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３　会議は、委員及び議事に関係のある臨時委員の数の半数以上の者が出席しなければ、開くことが
　できない。
４　会議の議事は、出席した委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数で決する。

　（委任）
第 27条　この条例に定めるもののほか、委員の定数その他必要な事項は、知事が定める。

　別表
　１　知事の付属機関　

付属機関名 担　　任　　事　　項

茨城県原子力審議会

次の事項を調査審議すること。
１．原子力施策の基本方針
２．原子力の開発及び利用促進
３．放射線障害の防止対策
４．その他原子力に関し必要な事項

（資料２－１　茨城県原子力審議会）
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茨城県原子力審議会規則
　（趣旨）
第１条　この規則は、茨城県行政組織条例（昭和 38 年茨城県条例第 45 号）第 27 条の規定に基づ
　き茨城県原子力審議会（以下「審議会」という。）の委員の定数等を定めるものとする。

　（委員の定数）
第２条　審議会の委員（以下「委員」という。）の定数は、25人以内とする。

　（委員の任命範囲）
第３条　委員は、次の各号に掲げる者のうちから知事が委嘱する。
　（1）県議会の議員
　（2）学識経験者
　（3）関係市町村の長

　（組織）
第４条　審議会に副委員長２人をおく。
第５条　審議会は、専門的事項を調査審議するため、必要に応じ部会をおく。
２　部会の設置並びにその名称、担任事項及び部会委員の選出方法等は、審議会が定める。
３　部会に部会長及び副部会長各１人をおき、部会に属する委員が互選する。
４　部会長は、部会の事務を掌理し、会議の議長となる。
５　副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるとき又は部会長が欠けたときはその職務を代
　理する。

　（幹事）
第６条　審議会に幹事若干人をおく。
２　幹事は、県職員のうちから知事が任命する。
３　幹事は、委員を補佐する。

　（委任）
第７条　この規則に定めるもののほか、審議会の運営に関し、必要な事項は審議会が定める。

付　則
この規則は、公布の日から施行する。
　　付　則（昭和 43 年規則第 45 号）
この規則は、公布の日から施行する。
　　付　則（昭和 50 年規則第 36 号）
この規則は、公布の日から施行する。

（資料２－１　茨城県原子力審議会）
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令和５年12月７日現在

氏　　　　　名 職　　　　　　　　名

②　茨城県原子力審議会委員名簿

内　山　眞　幸

内　山　　　裕

内　山　洋　司

海　野　　　透

大　谷　　　明

小　川　一　成

小　川　春　樹

岸　田　一　夫

國　井　　　豊

小　泉　周　司

下　路　健次郎

鈴　木　邦　彦

田　山　東　湖

飛　田　正　美

沼　田　安　広

長谷川　重　幸

古　田　一　雄

真　家　栄　子

先　﨑　　　光

宮　下　由香里

森　田　冴　子

八木岡　　　努

山　田　　　修

東京慈恵会医科大学放射線医学講座　教授

日本労働組合総連合会茨城県連合会会長

筑波大学名誉教授

県議会議員

ひたちなか市長

茨城産業会議議長

日立市長

鉾田市長

大洗町長

県議会議員

県議会議員

茨城県医師会会長

県議会議員

茨城沿海地区漁業協同組合連合会代表理事会長

茨城新聞社代表取締役社長

県議会議員

東京大学大学院工学系研究科　教授

茨城県食生活改善推進員協議会会長

那珂市長

産業技術総合研究所　活断層・火山研究部門　総括研究主幹

弁護士

茨城県農業協同組合中央会会長

東海村長

（資料２－１　茨城県原子力審議会）
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令和５年12月７日現在

氏　　　　　名 職　　　　　　　　名

②　茨城県原子力審議会委員名簿

内　山　眞　幸

内　山　　　裕

内　山　洋　司

海　野　　　透

大　谷　　　明

小　川　一　成

小　川　春　樹

岸　田　一　夫

國　井　　　豊

小　泉　周　司

下　路　健次郎

鈴　木　邦　彦

田　山　東　湖

飛　田　正　美

沼　田　安　広

長谷川　重　幸

古　田　一　雄

真　家　栄　子

先　﨑　　　光

宮　下　由香里

森　田　冴　子

八木岡　　　努

山　田　　　修

東京慈恵会医科大学放射線医学講座　教授

日本労働組合総連合会茨城県連合会会長

筑波大学名誉教授

県議会議員

ひたちなか市長

茨城産業会議議長

日立市長

鉾田市長

大洗町長

県議会議員

県議会議員

茨城県医師会会長

県議会議員

茨城沿海地区漁業協同組合連合会代表理事会長

茨城新聞社代表取締役社長

県議会議員

東京大学大学院工学系研究科　教授

茨城県食生活改善推進員協議会会長

那珂市長

産業技術総合研究所　活断層・火山研究部門　総括研究主幹

弁護士

茨城県農業協同組合中央会会長

東海村長

（資料２－１　茨城県原子力審議会）
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③　茨城県原子力審議会開催状況

○諮問・答申の状況

議　　題 諮　問　日 答　申　日

○　原子力行政上の諸問題について
　・　原子力施設地帯整備の促進方策、原子力施設
　　と本県産業との関連

昭和36年 12月 20日 昭和 37年 4月 24日

○　原子力行政上の諸問題について
　・　原子力施設地帯整備計画、原研大洗研究所建
　　設計画、放射線監視対策

昭和36年 12月 20日 昭和 38年 5月 31日

○　核燃料再処理施設と周辺環境との関連について
　・　地点選定理由、周辺環境の安全管理、周辺地
　　域との関連、地域への経済効果

昭和 41年 2月 23日 昭和 42年 5月 8日

○　原子力に関する安全確保上の措置について
　・　関係法規の整備状況、許認可事項の一部県へ
　　の移管及び協議、放射線監視委員会の設置

昭和 42年 5月 18日 昭和 43年 1月 31日

○　アイソトープ等の本県産業への利用方策につい
　て
　・　ＲＩ利用開発の現況、本県産業への利用方策

昭和43年 10月 25日 昭和 44年 8月 18日

○　原子力施設地帯整備補正計画について
　・　地帯整備基本計画（東海村周辺：昭和 40年
　　策定、大洗町周辺：昭和 41年策定）の補正５ヵ
　　年計画

昭和 45年 6月 16日 昭和 45年 10月 22日

○　日本原子力発電株式会社東海第二発電所の設置
　に対する地域としての対処方策について
　・　安全対策の充実と環境保全、地域社会の福祉
　　の向上

昭和 47年 2月 25日 昭和 47年 11月 30日

○　日本原子力研究所（現機構）が建設しようとす
　る核融合研究施設に係る環境の安全性について
　・　安全確保に関する措置、放射線監視体制の整
　　備、広報啓発の充実、周辺環境の整備

昭和 53年 8月 1日 昭和 53年 8月 23日

○　核燃料サイクル開発機構東海（現機構サイクル
　研）再処理施設に係る運転再開について
　・　東海再処理施設の重要性、安全性

平成 12年 7月 24日 平成 12年 10月 30日

○審議・報告の状況（昭和 53年以降）

区分 議　　題 審議・報告日

報告
・核融合研究施設（ＪＴ－６０）の現状について
・原子力安全行政体制の強化について
・ＴＭＩ事故の現地調査結果について

昭和 55年 2月 26日

報告 ・昭和 56年度茨城県東海地区原子力防災訓練の結果について
・核融合研究施設（ＪＴ－６０）の現状について 昭和 57年 3月 31日

（資料２－１　茨城県原子力審議会）
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（資料２－１　茨城県原子力審議会）

※　平成23年 5月20日に茨城県原子力審議会及び茨城県東海地区環境放射線監視委員会の合同会議を
　開催し、東京電力（株）福島第一原子力発電所事故に係る県の対応状況及び原電東海第二発電所の
　緊急安全対策について報告した。

審議 臨界プラズマ試験装置（ＪＴ－６０）における重水素使用計画に
ついて 平成元年 3月 16日

審議 日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学研究所再処理施設
（東海再処理施設）の廃止措置計画について

平成 30年 1月 31日
平成 30年 3月 29日

審議 臨界プラズマ試験装置（ＪＴ－６０）の安全性について 平成元年 10月 27日

報告
・本県の原子力安全行政の現状について
・国際熱核融合実験炉（ＩＴＥＲ）の工学設計活動について
・核燃料サイクルについて

平成 5年 3月 23日

審議 ・リサイクル機器試験施設の建設計画について（旧動燃東海）
・廃棄物埋設実地試験施設の建設計画について（旧原研東海） 平成 5年 11月 29日

報告 平成５年度原子力防災訓練実施結果

報告 ・本県の原子力安全行政の現状について
・原子力開発利用長期計画の見直しについて 平成 6年 6月 21日

審議 高速実験炉「常陽」の改造計画について（旧動燃大洗） 平成 7年 7月 26日

報告 旧動燃東海事業所アスファルト固化処理施設火災・爆発事故について 平成 9年 3月 21日

報告 ＪＣＯ臨界事故の状況について 平成 11年 10月 21日

審議 東海発電所の廃止措置計画について（原電）

平成 13年 11月 20日
報告 ・「常陽」メンテナンス建家の火災事故について

・東海再処理施設の運転状況について

審議 大強度陽子加速器計画について（旧原研東海）
平成 14年 2月 25日

報告 県サイエンスフロンティア２１構想について

報告 原子力発電所不正問題について 平成 15年 2月 21日

報告 ・東海発電所の廃止措置計画の進捗状況について（原電東海）
・大強度陽子加速器計画の進捗状況について（旧原研東海） 平成 17年 2月 1日

審議 日本原子力研究開発機構について 平成 17年 9月 22日

審議 日本原子力発電株式会社東海発電所に係る廃止措置計画について 平成 18年 7月 21日

報告
・新潟県中越沖地震を踏まえた原子力施設の安全確保に関する検討
　状況について
・大強度陽子加速器計画の進捗状況について

平成 20年 2月 25日

報告
・大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）の利用計画について
・ＪＭＴＲの改修計画について
・ＪＴ－６０の改修計画について

平成 21年 2月 4日

報告

・独立行政法人放射線医学総合研究所放射線防護研究センター那珂
　湊支所の廃止措置計画について
・独立行政法人日本原子力研究開発機構による産学連携の現状について
・大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）の現状について
・茨城県が実施した原子力施設の高経年化対策の評価結果について

平成 22年 2月 19日
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（資料２－１　茨城県原子力審議会）

※　平成23年 5月20日に茨城県原子力審議会及び茨城県東海地区環境放射線監視委員会の合同会議を
　開催し、東京電力（株）福島第一原子力発電所事故に係る県の対応状況及び原電東海第二発電所の
　緊急安全対策について報告した。

審議 臨界プラズマ試験装置（ＪＴ－６０）における重水素使用計画に
ついて 平成元年 3月 16日

審議 日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学研究所再処理施設
（東海再処理施設）の廃止措置計画について

平成 30年 1月 31日
平成 30年 3月 29日

審議 臨界プラズマ試験装置（ＪＴ－６０）の安全性について 平成元年 10月 27日

報告
・本県の原子力安全行政の現状について
・国際熱核融合実験炉（ＩＴＥＲ）の工学設計活動について
・核燃料サイクルについて

平成 5年 3月 23日

審議 ・リサイクル機器試験施設の建設計画について（旧動燃東海）
・廃棄物埋設実地試験施設の建設計画について（旧原研東海） 平成 5年 11月 29日

報告 平成５年度原子力防災訓練実施結果

報告 ・本県の原子力安全行政の現状について
・原子力開発利用長期計画の見直しについて 平成 6年 6月 21日

審議 高速実験炉「常陽」の改造計画について（旧動燃大洗） 平成 7年 7月 26日

報告 旧動燃東海事業所アスファルト固化処理施設火災・爆発事故について 平成 9年 3月 21日

報告 ＪＣＯ臨界事故の状況について 平成 11年 10月 21日

審議 東海発電所の廃止措置計画について（原電）

平成 13年 11月 20日
報告 ・「常陽」メンテナンス建家の火災事故について

・東海再処理施設の運転状況について

審議 大強度陽子加速器計画について（旧原研東海）
平成 14年 2月 25日

報告 県サイエンスフロンティア２１構想について

報告 原子力発電所不正問題について 平成 15年 2月 21日

報告 ・東海発電所の廃止措置計画の進捗状況について（原電東海）
・大強度陽子加速器計画の進捗状況について（旧原研東海） 平成 17年 2月 1日

審議 日本原子力研究開発機構について 平成 17年 9月 22日

審議 日本原子力発電株式会社東海発電所に係る廃止措置計画について 平成 18年 7月 21日

報告
・新潟県中越沖地震を踏まえた原子力施設の安全確保に関する検討
　状況について
・大強度陽子加速器計画の進捗状況について

平成 20年 2月 25日

報告
・大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）の利用計画について
・ＪＭＴＲの改修計画について
・ＪＴ－６０の改修計画について

平成 21年 2月 4日

報告

・独立行政法人放射線医学総合研究所放射線防護研究センター那珂
　湊支所の廃止措置計画について
・独立行政法人日本原子力研究開発機構による産学連携の現状について
・大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）の現状について
・茨城県が実施した原子力施設の高経年化対策の評価結果について

平成 22年 2月 19日
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①　茨城県原子力安全対策委員会要綱
（設置）
第１条　本県における原子力の安全対策を技術的専門的に調査検討するため、茨城県原子力安全対策
　委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

（構成、選任及び任期）
第２条　委員会は、委員14名以内で構成する。
２　委員は、学識経験者の中から知事が選任する。
３　委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における後任者の委員の任期は、前任者
　の残任期間とする。
４　委員は、任期が満了した場合にあっても、後任者が委嘱されるまでの間、その職務を行うものと
　する。
５　臨時又は特別の事項を調査検討するために、必要があるときは、臨時委員を置くことができる。
６　臨時委員の任期は、当該臨時又は特別の調査検討等が終了したときまでとする。

（委員長及び副委員長）
第３条　委員会に委員長及び副委員長各１人をおく。
　(1)　委員長及び副委員長は、委員が互選する。
　(2)　委員長は、委員会に関する事務を処理し、委員会を代表する。
　(3)　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。

（業務）
第４条　委員会は、原子力の安全対策に関する次の事項について、調査検討し、知事に報告する。
　(1)　原子力施設周辺の環境安全
　(2)　原子力施設の安全性
　(3)　原子力関係の防災
　(4)　その他
２　委員会は、原子力災害が発生したときは、知事の求めに応じ速やかに応急対策等に係る指導、助
　言を行う。

（会議）
第５条　委員会は、委員長が召集する。ただし、委員の任命又は委嘱後最初に開かれる会議並びに委
　員長及び副委員長が欠けたときの会議は、知事が召集する。
２　委員会は、一部の委員による会議を開くことができる。
３　委員長は、会議の議長となる。
４　会議の議事は、出席した委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数で決する。

（資料２－２　茨城県原子力安全対策委員会）
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（ワーキングチーム）
第６条　委員会は、原子力の安全対策に関する特定の課題について調査検討する必要があると認める
　ときは、その決定により、ワーキングチームを置くことができる。
２　ワーキングチームは、委員及び臨時委員で構成する。
３　ワーキングチームに主査をおく。主査は、ワーキングチーム委員が互選する。
４　主査は、ワーキングチームに関する事務を処理し、ワーキングチームを代表する。
５　ワーキングチームは、主査が召集する。ただし、ワーキングチームの設置後最初に開かれる会議
　は、知事が召集する。
６　主査は、ワーキングチームにおける会議の議長となる。
７　ワーキングチームの議事は、出席したワーキングチーム委員の過半数で決する。
８　ワーキングチームの設置に係る調査検討等が終了したときは、委員会の決定により、当該ワーキ
　ングチームを廃止することができる。

（庶務）
第７条　委員会及びワーキングチームの庶務は、原子力安全対策課において処理する。

（その他）
第８条　この要綱に定めるもののほか、委員会及びワーキングチームの運営等に関し必要な事項は知
　事が定める。

　　　付　則
この要綱は、昭和 54 年 10 月 16 日から実施する。
　　　付　則
この要綱は、昭和 56 年 12 月 1 日から実施する。
　　　付　則
この要綱は、平成 6 年 5 月 19 日から実施する。
　　　付　則
この要綱は、平成 8 年 4 月 1 日から実施する。
　　　付　則
この要綱は、平成 12 年 6 月 1 日から実施する。　
　　　付　則
この要綱は、平成 23 年 5 月 27 日から実施する。
　　　付　則
この要綱は、平成 26 年 6 月 6 日から実施する。

（資料２－２　茨城県原子力安全対策委員会）
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（ワーキングチーム）
第６条　委員会は、原子力の安全対策に関する特定の課題について調査検討する必要があると認める
　ときは、その決定により、ワーキングチームを置くことができる。
２　ワーキングチームは、委員及び臨時委員で構成する。
３　ワーキングチームに主査をおく。主査は、ワーキングチーム委員が互選する。
４　主査は、ワーキングチームに関する事務を処理し、ワーキングチームを代表する。
５　ワーキングチームは、主査が召集する。ただし、ワーキングチームの設置後最初に開かれる会議
　は、知事が召集する。
６　主査は、ワーキングチームにおける会議の議長となる。
７　ワーキングチームの議事は、出席したワーキングチーム委員の過半数で決する。
８　ワーキングチームの設置に係る調査検討等が終了したときは、委員会の決定により、当該ワーキ
　ングチームを廃止することができる。

（庶務）
第７条　委員会及びワーキングチームの庶務は、原子力安全対策課において処理する。

（その他）
第８条　この要綱に定めるもののほか、委員会及びワーキングチームの運営等に関し必要な事項は知
　事が定める。

　　　付　則
この要綱は、昭和 54 年 10 月 16 日から実施する。
　　　付　則
この要綱は、昭和 56 年 12 月 1 日から実施する。
　　　付　則
この要綱は、平成 6 年 5 月 19 日から実施する。
　　　付　則
この要綱は、平成 8 年 4 月 1 日から実施する。
　　　付　則
この要綱は、平成 12 年 6 月 1 日から実施する。　
　　　付　則
この要綱は、平成 23 年 5 月 27 日から実施する。
　　　付　則
この要綱は、平成 26 年 6 月 6 日から実施する。

（資料２－２　茨城県原子力安全対策委員会）
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（資料２－２　茨城県原子力安全対策委員会）

②－１　茨城県原子力安全対策委員会委員名簿
令和５年12月６日現在

専門分野 氏　名 職   　名

地震学
宮　下　由香里 産業技術総合研究所　活断層・火山研究部門

活断層評価研究グループ長

藤 原 広 行 国立研究開発法人防災科学技術研究所
マルチハザードリスク評価研究部門長

放射線障害
明 石 眞 言

内 山 眞 幸

岡 本 孝 司

出 町 和 之

古 田 一 雄

寺 井 隆 幸

桐 島 　 陽

熊 﨑 美枝子

岩 﨑 　 篤

糸 井 達 哉

東京医療保健大学東が丘・立川看護学部　教授

東京慈恵会医科大学放射線医学講座　教授

東京大学大学院工学系研究科　教授

東京大学大学院工学系研究科　准教授

東京大学大学院工学系研究科　教授

東北大学多元物質科学研究所　教授

東京大学　名誉教授

塚 田 祥 文 福島大学環境放射能研究所　教授

横浜国立大学　大学院　環境情報研究院　准教授

群馬大学　大学院
理工学府　知能機械創製部門　准教授

東京大学大学院工学系研究科　准教授

原子炉工学

保全工学

核燃料工学

環境放射線

安全工学

構造工学

建築構造地震工学

越 村 俊 一 東北大学災害科学国際研究所　教授津波工学

＜臨時委員＞

佐 藤 吉 信

西 山 裕 孝

東京海洋大学海洋工学部　元教授

日本原子力研究開発機構　安全研究・防災支援部門
安全研究センター　センター長

信頼性・機能安全工学
（電気・電子）

原子力材料技術
（経年劣化評価）
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北 田 孝 典 大阪大学大学院工学研究科　教授原子炉工学

飯 本 武 志 東京大学環境安全本部　教授放射線管理
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令和５年4月 1日現在

専門分野 氏　名 職   　名

地震学

放射線障害

藤 原 広 行

内 山 眞 幸 東京慈恵会医科大学放射線医学講座　教授

原子炉工学

環境放射能

古 田 一 雄

塚 田 祥 文

小 川 輝 繁

西 川 孝 夫

出 町 和 之

越 村 俊 一

佐 藤 吉 信

西 山 裕 孝

東京大学大学院工学系研究科　教授

福島大学環境放射能研究所　教授

横浜国立大学　名誉教授

東京都立大学　名誉教授

東京大学大学院工学系研究科　准教授

東北大学災害科学国際研究所　教授

東京海洋大学海洋工学部　元教授

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構安全研究センター
センター長

爆発安全工学

建築構造地震工学

保全工学

津波工学

信頼性・機能安全工学
（電気・電子）
原子力材料技術
（経年劣化評価）

②－2②－2 　茨城県原子力安全対策委員会東海第二発電所安全性検討ワーキングチーム委員名簿

（資料２－３　茨城県原子力安全対策委員会）

国立研究開発法人防災科学技術研究所
  マルチハザードリスク評価研究部門長
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令和５年4月 1日現在

専門分野 氏　名 職   　名

地震学

放射線障害

藤 原 広 行

内 山 眞 幸 東京慈恵会医科大学放射線医学講座　教授

原子炉工学

環境放射能

古 田 一 雄

塚 田 祥 文

小 川 輝 繁

西 川 孝 夫

出 町 和 之

越 村 俊 一

佐 藤 吉 信

西 山 裕 孝

東京大学大学院工学系研究科　教授

福島大学環境放射能研究所　教授

横浜国立大学　名誉教授

東京都立大学　名誉教授

東京大学大学院工学系研究科　准教授

東北大学災害科学国際研究所　教授

東京海洋大学海洋工学部　元教授

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構安全研究センター
センター長

爆発安全工学

建築構造地震工学

保全工学

津波工学

信頼性・機能安全工学
（電気・電子）
原子力材料技術
（経年劣化評価）

②－2②－2 　茨城県原子力安全対策委員会東海第二発電所安全性検討ワーキングチーム委員名簿

（資料２－３　茨城県原子力安全対策委員会）

国立研究開発法人防災科学技術研究所
  マルチハザードリスク評価研究部門長
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成 5年以降）

（資料２－２　茨城県原子力安全対策委員会）

③　茨城県原子力安全対策委員会開催状況（平
議　　題 開催年

廃棄物埋設実地試験施設：　旧原研東海 平成 5年

ＪＴ－６０施設中性子入射加熱装置の増設：　旧原研那珂 平成 6年

高速実験炉「常陽」の改造計画【ＭＫ－Ⅲ計画】 ：　旧動燃大洗 平成 6年

原子力施設の耐震安全性 平成 7年

原子力防災訓練について 平成 7年

アスファルト固化処理施設火災爆発事故：　旧動燃東海 平成 9年～ 11年

原子力施設の安全総点検結果【火災爆発対策】 平成 10年

ＪＣＯ臨界事故に係る立入調査結果：　ＪＣＯ 平成 12年

原子力施設の安全総点検結果【臨界安全対策 】 平成 12年

低放射性濃縮廃液貯蔵施設（ＬＷＳＦ）：　旧サイクル東海 平成 12年

大強度陽子加速器計画：　旧原研東海 平成 12年～ 14年

9× 9燃料の採用：　原電東海第二発電所 平成 13年

東海発電所廃止措置計画：　原電東海発電所 平成 13年、18年

「常陽」メンテナンス建家火災事故：　旧サイクル大洗 平成 13年

低放射性廃棄物処理技術開発施設（ＬＷＴＦ）：　旧サイクル東海 平成 13年

中部電力浜岡 1号機配管破断事故に係る東海第二の対応：　原電東海第二発電所 平成 13年～ 14年

定格熱出力一定運転の導入：　原電東海第二発電所 平成 14年

非常用炉心冷却系注水吹出口部品の欠落に伴う安全評価結果：　原電東海第二発電所 平成 16年

関西電力株式会社美浜発電所配管破損事故を踏まえた県内原子炉施設に係る調
査結果：旧原研東海，旧原研大洗，旧サイクル大洗，原電東海第二発電所 平成 16年

第 21回定期検査について：　原電東海第二発電所 平成 17年

廃止措置計画について：　原電東海発電所 平成 18年

第 22回定期検査について：　原電東海第二発電所 平成 19年

プルトニウム燃料第１開発室における火災について：　機構サイクル研 平成 22年

新耐震設計審査指針に照らした原電東海第二発電所の耐震安全性評価について：　原電東海第二発電所 平成 22年

原子燃料工業株式会社東海事業所加工工場における不適切なウランの取扱いに係る原因及び対策について：　原燃工 平成 19年
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（資料２－２　茨城県原子力安全対策委員会）

議　　題 開催年

日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学研究所プルトニウム燃料第二開発
室における核燃料物質の管理区域内での漏えいについて 令和元年

日本原子力研究開発機構大洗研究所材料試験炉（JMTR）二次冷却系統の冷却
塔倒壊について

日本原子力研究開発機構大洗研究所材料試験炉（JMTR）の廃止措置計画に
ついて

令和２年

東北大学金属材料研究所附属量子エネルギー材料科学国際研究センター研究棟
の排気筒倒壊について 令和２年

量子科学技術研究開発機構那珂核融合研究所改修したＪＴ－６０施設（ＪＴ－
６０ＳＡ関係）の安全対策について 令和２年

令和

日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学研究所ガラス固化技術開発施設に
おける溶融炉の更新について 令和

３年

３年

日本原子力研究開発機構における安全管理等について 令 和２年

平成 25年～27年Ｊ－ＰＡＲＣハドロン実験施設における放射性物質の漏えいについて：機構原科研、高エネ研

東海第二発電所の安全性の確認について：　原電東海第二発電所 平成 23年～

東海再処理施設における高放射性廃液等の固化・安定化処理について：　機構サイクル研 平成26年～27年

東海第二発電所の安全対策について：　原電東海第二発電所 平成26年～

日本原子力研究開発機構大洗研究開発センター燃料研究棟における管理区域
内の汚染及び作業員の被ばく事故ついて

平成29年

東海発電所Ｌ3廃棄物埋設施設計画について：　原電東海発電所 平成27年～

核燃料施設等における新規制基準を踏まえた安全対策について 平成30年～

日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学研究所再処理施設（東海再処理
施設）の廃止措置計画について 平成30年～

144

三菱原子燃料株式会社における加工施設分析設備等の施工に関する不適切事案
について 令和４年

積水メディカル株式会社における放射性同位元素の管理区域外への漏えいにつ
いて

大強度陽子加速器施設（J－PARC）の変更に伴う安全対策について 令和４年

東海第二発電所安全性検討ワーキングチームの今後の取りまとめに向けた方針
について

令和５年

大洗研究所高速実験炉「常陽」の新規制基準を踏まえた安全対策について 令和５年

大洗研究所廃棄物管理施設の新規制基準を踏まえた安全対策について 令和５年

令和４年～５年
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（資料２－２　茨城県原子力安全対策委員会）

議　　題 開催年

日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学研究所プルトニウム燃料第二開発
室における核燃料物質の管理区域内での漏えいについて 令和元年

日本原子力研究開発機構大洗研究所材料試験炉（JMTR）二次冷却系統の冷却
塔倒壊について

日本原子力研究開発機構大洗研究所材料試験炉（JMTR）の廃止措置計画に
ついて

令和２年

東北大学金属材料研究所附属量子エネルギー材料科学国際研究センター研究棟
の排気筒倒壊について 令和２年

量子科学技術研究開発機構那珂核融合研究所改修したＪＴ－６０施設（ＪＴ－
６０ＳＡ関係）の安全対策について 令和２年

令和

日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学研究所ガラス固化技術開発施設に
おける溶融炉の更新について 令和

３年

３年

日本原子力研究開発機構における安全管理等について 令 和２年

平成 25年～27年Ｊ－ＰＡＲＣハドロン実験施設における放射性物質の漏えいについて：機構原科研、高エネ研

東海第二発電所の安全性の確認について：　原電東海第二発電所 平成 23年～

東海再処理施設における高放射性廃液等の固化・安定化処理について：　機構サイクル研 平成26年～27年

東海第二発電所の安全対策について：　原電東海第二発電所 平成26年～

日本原子力研究開発機構大洗研究開発センター燃料研究棟における管理区域
内の汚染及び作業員の被ばく事故ついて

平成29年

東海発電所Ｌ3廃棄物埋設施設計画について：　原電東海発電所 平成27年～

核燃料施設等における新規制基準を踏まえた安全対策について 平成30年～

日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学研究所再処理施設（東海再処理
施設）の廃止措置計画について 平成30年～
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三菱原子燃料株式会社における加工施設分析設備等の施工に関する不適切事案
について 令和４年

積水メディカル株式会社における放射性同位元素の管理区域外への漏えいにつ
いて

大強度陽子加速器施設（J－PARC）の変更に伴う安全対策について 令和４年

東海第二発電所安全性検討ワーキングチームの今後の取りまとめに向けた方針
について

令和５年

大洗研究所高速実験炉「常陽」の新規制基準を踏まえた安全対策について 令和５年

大洗研究所廃棄物管理施設の新規制基準を踏まえた安全対策について 令和５年
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①　茨城県東海地区環境放射線監視委員会要項

（資料２－３　茨城県東海地区環境放射線監視委員会）

昭和４６年１０月１５日　制　　定
昭和５３年　１月　９日　一部改正
昭和５５年　５月１９日　一部改正
昭和５８年１１月２８日　一部改正
平成１０年　４月　１日　一部改正
平成２１年　３月２７日　一部改正
平成２５年　４月　１日　一部改正
令和　４年　３月１０日　一部改正

第１　目　　的
　東海地区及び大洗地区における原子力施設周辺の放射線監視を民主的に行うため、茨城県東海地区
環境放射線監視委員会（以下「委員会」という。）を設置し、放射線監視計画の策定、放射線監視結
果の検討、評価その他環境監視上必要な調査検討と併せて放射線監視結果の公表を行い、住民の安全
と健康を確保するとともに原子力開発の健全な発展をはかる。

第２　所掌事務
　１．原子力施設周辺環境における放射線監視計画の策定
　　 　地域全体としての組織的な放射線監視がなされるよう茨城県及び原子力事業所における環境放
射線監視計画について総合的に検討を行い、本地区における放射線監視計画を策定する。

　２．原子力施設周辺環境における放射線監視計画の評価
　　　前記の放射線監視計画に基づき実施した放射線監視結果について検討評価を行う。
　３．放射性廃棄物の環境放出の検討
　　　原子力施設からの放射性廃棄物の放出量に関し、環境監視の見地から検討を行う。
　４．環境監視上必要な資料の収集及び調査
　　 　環境監視上必要ある場合は、茨城県及び原子力事業所から関係資料の提出を求め、又は調査す
る。

第３　原子力規制委員会への連絡等
　委員会の連絡等を受けて原子力規制委員会が措置を講じたときは、その措置結果を報告する。

第４　評価結果の公表
　評価結果は、関係市町村及び関係団体に対し定期的に公表する。

第５　原子力規制委員会の措置の取り扱い
　放射線監視計画の策定、監視結果の評価、放射性廃棄物の環境放出の検討及び環境監視上必要な調
査を実施した場合は、その結果を原子力規制委員会原子力規制庁東海・大洗原子力規制事務所に連絡
する。この場合において必要がある場合には、委員会の意見を付すものとする。
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第６　組　　織
　１．委員会の構成
　　（１）委員会は、委員 29人以内をもって組織する。
　　（２）委員は、次の各号に掲げる者のうちから知事が委嘱し又は任命する。
　　　　ア　副知事
　　　　イ　関係市町村の長及び議長
　　　　ウ　県議会議員
　　　　エ　学識経験者
　　　　オ　専門部会の代表者
　　　　カ　県職員
　　（３）委員会に委員長及び副委員長２人をおく。
　　（４）委員長及び副委員長は、委員が互選する。
　　（５）委員長は、委員会に関する事務を処理し、委員会を代表する。
　　（６）副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。
　２．専門部会の構成
　　（１）委員会の下部機構として専門部会をおく。
　　（２）専門部会は、企画部会、調査部会及び評価部会とする。
　　（３）企画部会は、主として委員会の運営、調整及び国の関係機関への連絡並びに評価結果の公
　　　　表等について協議検討する。
　　（４）調査部会は主として環境放射線監視計画の企画調整及び環境監視上必要な技術的調査事項
　　　　について協議検討する。
　　（５）評価部会は、監視結果の定期的な評価について協議検討する。
　　（６）専門部会は、21人以内をもって組織する。
　　（７）専門員は次に掲げる者のうちから知事が委嘱し又は任命する。
　　　　ア　学識経験者
　　　　イ　関係市町村長の推せんする者
　　　　ウ　県職員
　　　　エ　関係市町村職員
　　（８）専門部会に部会長をおく。
　　（９）部会長は、専門員が互選する。
　　（10）部会長は、専門部会に関する事務を処理し、専門部会を代表する。
　３．委員及び専門員の任期
　　（１）委員及び専門員の任期は２年とする。
　　（２）補欠の委員及び専門員の任期は、前任者の残任期間とする。

第７　会　　議
　１．委員会の会議
　　（１）委員会の会議は、委員長が招集する。
　　（２）委員会の会議は、委員長が議長となる。
　　（３）会議は、委員の数の半数以上の者が出席しなければ開くことができない。
　　（４）会議の議事は出席した委員の過半数で決する。

（資料２－３　茨城県東海地区環境放射線監視委員会）（資料２－３　茨城県東海地区環境放射線監視委員会）
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第６　組　　織
　１．委員会の構成
　　（１）委員会は、委員 29人以内をもって組織する。
　　（２）委員は、次の各号に掲げる者のうちから知事が委嘱し又は任命する。
　　　　ア　副知事
　　　　イ　関係市町村の長及び議長
　　　　ウ　県議会議員
　　　　エ　学識経験者
　　　　オ　専門部会の代表者
　　　　カ　県職員
　　（３）委員会に委員長及び副委員長２人をおく。
　　（４）委員長及び副委員長は、委員が互選する。
　　（５）委員長は、委員会に関する事務を処理し、委員会を代表する。
　　（６）副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。
　２．専門部会の構成
　　（１）委員会の下部機構として専門部会をおく。
　　（２）専門部会は、企画部会、調査部会及び評価部会とする。
　　（３）企画部会は、主として委員会の運営、調整及び国の関係機関への連絡並びに評価結果の公
　　　　表等について協議検討する。
　　（４）調査部会は主として環境放射線監視計画の企画調整及び環境監視上必要な技術的調査事項
　　　　について協議検討する。
　　（５）評価部会は、監視結果の定期的な評価について協議検討する。
　　（６）専門部会は、21人以内をもって組織する。
　　（７）専門員は次に掲げる者のうちから知事が委嘱し又は任命する。
　　　　ア　学識経験者
　　　　イ　関係市町村長の推せんする者
　　　　ウ　県職員
　　　　エ　関係市町村職員
　　（８）専門部会に部会長をおく。
　　（９）部会長は、専門員が互選する。
　　（10）部会長は、専門部会に関する事務を処理し、専門部会を代表する。
　３．委員及び専門員の任期
　　（１）委員及び専門員の任期は２年とする。
　　（２）補欠の委員及び専門員の任期は、前任者の残任期間とする。

第７　会　　議
　１．委員会の会議
　　（１）委員会の会議は、委員長が招集する。
　　（２）委員会の会議は、委員長が議長となる。
　　（３）会議は、委員の数の半数以上の者が出席しなければ開くことができない。
　　（４）会議の議事は出席した委員の過半数で決する。

（資料２－３　茨城県東海地区環境放射線監視委員会）（資料２－３　茨城県東海地区環境放射線監視委員会）
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　　　　  ただし、可否同数のときは、議長の決するところによる。
　　（５）委員会は、年１回開催するものとする。
　　　　  ただし、委員長が必要と認めたときは、臨時に開催することができる。
　２．専門部会の会議
　　（１）専門部会の会議の招集、議長、定足数の決議については、委員会に関する規定を準用する。
　　　　  この場合、委員会は専門部会、委員長は部会長、委員は専門員と読み替える。
　　（２）専門部会の開催は次による。
　　　　ア　企画部会及び調査部会は、それぞれ部会長が必要と認めたときに開催するものとする。
　　　　イ　評価部会は毎年４回開催する。
　　　　　　ただし、部会長が必要と認めたときは、臨時に開催することができる。
　３．オブザーバーの参画

　委員会及び専門部会には原子力規制委員会原子力規制庁職員、関係市町村職員及び原子力事
業所職員をオブザーバーとして参画を求めることができる。

第８　事務局
　委員会の事務局を県におく。

第９　経　　費
　必要な経費等については、県が措置する。

第 10　委　　任
　この要項に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は委員会が定める。

第 11　施行日
　この要項は、昭和 46年 10月 15日から施行する。

（資料２－３　茨城県東海地区環境放射線監視委員会）（資料２－３　茨城県東海地区環境放射線監視委員会）
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　　②　茨城県東海地区環境放射線監視委員会委員名簿

（資料２－３　茨城県東海地区環境放射線監視委員会）

（※任期 令和７年（2025年）12月9日まで）

氏　　　　　名   　　　　　　　役　　　　　　　　職　　　　　　　　名

海　野　　　透

田　山　東　湖

川　津　　　隆

山　田　　　修

下　路　健次郎

河　野　健　一

國　井　　　豊

飯　田　英　樹

先　﨑　　　光

萩　谷　俊　行

大　谷　　　明

薄　井　宏　安

高　橋　　　靖

小　川　春　樹

宮　田　達　夫

小　林　宣　夫

岸　田　一　夫

米　野　琢　哉

風　見　晴　夫

飛　田　正　美

飯　塚　博　之

山　崎　　　剛

仲　田　弘　美

茨城県議会議員

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

東　海　村　長

東海村議会議長

大　洗　町　長

大洗町議会議長

那　珂　市　長

那珂市議会議長

ひたちなか市長

ひたちなか市議会議長

水　戸　市　長

日　立　市　長

常陸太田市長

茨　城　町　長

鉾　田　市　長

（独）国立病院機構　水戸医療センター　院長

小佐古　敏　荘

鈴　木　　　元

栗　田　　　豊

東京大学名誉教授

保内郷メディカルクリニック　医師

国立研究開発法人水産研究・教育機構　水産資源研究所
水産資源研究センター　海洋環境部長

茨城県農業協同組合中央会　副会長

関　山　　　剛 気象庁　気象研究所　全球大気海洋研究部第三研究室　主任研究官

茨城沿海地区漁業協同組合連合会　代表理事会長

茨城県副知事

茨城県防災・危機管理部　環境放射線監視センター長

茨城県防災・危機管理部長

小　泉　周　司

　　　〃長谷川　重　幸　　
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　　②　茨城県東海地区環境放射線監視委員会委員名簿

（資料２－３　茨城県東海地区環境放射線監視委員会）

（※任期 令和７年（2025年）12月9日まで）

氏　　　　　名   　　　　　　　役　　　　　　　　職　　　　　　　　名

海　野　　　透

田　山　東　湖

川　津　　　隆

山　田　　　修

下　路　健次郎

河　野　健　一

國　井　　　豊

飯　田　英　樹

先　﨑　　　光

萩　谷　俊　行

大　谷　　　明

薄　井　宏　安

高　橋　　　靖

小　川　春　樹

宮　田　達　夫

小　林　宣　夫

岸　田　一　夫

米　野　琢　哉

風　見　晴　夫

飛　田　正　美

飯　塚　博　之

山　崎　　　剛

仲　田　弘　美

茨城県議会議員

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

東　海　村　長

東海村議会議長

大　洗　町　長

大洗町議会議長

那　珂　市　長

那珂市議会議長

ひたちなか市長

ひたちなか市議会議長

水　戸　市　長

日　立　市　長

常陸太田市長

茨　城　町　長

鉾　田　市　長

（独）国立病院機構　水戸医療センター　院長

小佐古　敏　荘

鈴　木　　　元

栗　田　　　豊

東京大学名誉教授

保内郷メディカルクリニック　医師

国立研究開発法人水産研究・教育機構　水産資源研究所
水産資源研究センター　海洋環境部長

茨城県農業協同組合中央会　副会長

関　山　　　剛 気象庁　気象研究所　全球大気海洋研究部第三研究室　主任研究官

茨城沿海地区漁業協同組合連合会　代表理事会長

茨城県副知事

茨城県防災・危機管理部　環境放射線監視センター長

茨城県防災・危機管理部長

小　泉　周　司

　　　〃長谷川　重　幸　　
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③　茨城県東海地区環境放射線監視委員会企画部会専門員名簿

令和５年４月１日

令和５年11月24日

氏　　　　　　名 役　　　　　職　　　　　名

大　道　雄　治　　  東海村村民生活部　防災原子力安全課長

大　川　文　男　　  大洗町生活環境課長

石　井　宇　史　　  那珂市市民生活部　防災課長

鈴　木　健　嗣　　  ひたちなか市市民生活部　生活安全課長

山　口　雅　樹　　  茨城県保健医療部　保健政策課長

菊　池　教　志　　  茨城県農林水産部　農業政策課長

川野部　　　誠　　  茨城県農林水産部　次長兼漁政課長

山　崎　　　剛　　  茨城県防災・危機管理部長

横　山　卓　生　　  茨城県防災・危機管理部　原子力安全対策課長

④　茨城県東海地区環境放射線監視委員会調査部会専門員名簿

 氏　　　　　　名        役　　　　　職　　　　　名

塚　田　祥　文　　  福島大学環境放射能研究所　教授

植　田　真　司 公益財団法人環境科学技術研究所　環境影響研究部　部長

青　野　辰　雄
福島国際研究教育機構　研究開発部門

放射生態学ユニット　ユニットリーダー

土　井　妙　子

  

明　石　眞　言　　  東京医療保健大学　東が丘・立川看護学部　教授

柳　岡　知　子　　  茨城県保健医療部　衛生研究所長

立　花　　　章　　  茨城大学理工学研究科　教授

（資料２－３　茨城県東海地区環境放射線監視委員会）

小佐古　敏　荘　　  東京大学名誉教授

福島大学環境放射能研究所　准教授高　田　兵　衛

元国立研究開発法人国立環境研究所　

資源循環・廃棄物研究センター　客員研究員

横　山　卓　生　　  茨城県防災・危機管理部　原子力安全対策課長

元　木　　　努　　  茨城県防災・危機管理部　環境放射線監視センター　放射能部長

（※任期 令和６年（202４年）5月31日まで）

（※任期 令和６年（202４年）5月31日まで）
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⑤　茨城県東海地区環境放射線監視委員会評価部会専門員名簿

氏　　　　　名 役　　　　　職　　　　　名

土　尻　　　滋 東　　海　　村

永　目　裕　子 東　　海　　村

松　山　隆　俊 大　　洗　　町

稲　葉　直　子 大　　洗　　町

後　藤　京　子 那　　珂　　市

川　又　武　司 ひたちなか市       

角　田　恒　巳 水　　戸　　市

中　野　秀　生 日　　立　　市

大　友　昭　敏 常 陸 太 田 市       

清　水　道　雄 茨　　城　　町

井　川　次　男 鉾 田 市

田　中　　　敦 学校法人東京理科大学　環境安全センター　副センター長

田　内　　　広 茨城大学理学部教授

新　田　　　済 公益財団法人日本分析センター　放射性分析事業部　技術主幹

横須賀　知　之 茨城県農林水産部農業総合センター農業研究所長

仲　田　弘　美 茨城県防災・危機管理部環境放射線監視センター長

海老沢　良　忠 茨城県農林水産部水産試験場長

（資料２－３　茨城県東海地区環境放射線監視委員会）

重　信　裕　弥 国立研究開発法人水産研究・教育機構　水産資源研究所
水産資源研究センター　海洋環境部　放射能調査グループ　主任研究員

渡　辺　嘉　人 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構　放射線医学研究所　
放射線規制科学研究部　リスク評価グループ　研究統括

金　本　真　也 茨城県保健医療部ひたちなか保健所長

横　山　卓　生 茨城県防災・危機管理部原子力安全対策課長

（※任期 令和６年（202４年）3月11日まで）
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